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エリア収音マイク
～雑踏や生活音のある環境で
話者音声のみ収音～

石黒　 高詩　　　藤枝　 大
秋江　 一良　 　　　　　　

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、テレワークの普及
や公共設置システムの非接触化が進む中でマイクが拾って
欲しくない音声まで収音してしまう課題が顕在化している。
　在宅テレワークのWeb会議では、家族の声、ペットの声、防
災無線、救急車のサイレンなどをマイクが拾ってしまい、プラ
イバシーに関わる情報が会議相手に伝わってしまう課題が
ある（図1）。オフィス内のWeb会議でも、機密性のある会話
をマイクが拾ってしまい、機密情報が漏洩するリスクがある。

　案内端末は、非接触が求められ、ハンドセットを使わない
ハンズフリーのニーズがある（図2）。しかし、騒々しい環境
でのハンズフリー通話では、マイクが周囲の騒音を拾って
しまい、オペレーター側で端末利用者の音声が聞き取りに
くくなる。また、ハンズフリーで音声認識を利用する場合も、
音声認識率が著しく低下してしまう。

　本稿では、図3に示すようにマイクの前の音だけを収音
することにより、上述の課題を解決するエリア収音マイク
の概要と商用化への取組みを紹介する。

（1）ビームフォーミング技術とは
　特定の方向に存在する音を強調し、それ以外の音を抑
圧して収音する技術として、複数のマイクロホンを並べた
マイクアレイによるビームフォーミング技術がある1）。ビー
ムフォーミングとは、音が各マイクロホンに到達する時間
差を利用して、さまざまな方向から到来する音を強調・抑圧
して指向性を形成する技術である。

（2）実装例
　一例として、2個のマイクロホンで、正面（と背面）に鋭い
指向性を形成することができる、2チャネルビームフォーミン
グ技術を紹介する。ブロック図を図4に示す。2チャネルビー
ムフォーミングは、まず一方のマイクロホンの入力信号か
らもう一方の入力信号を減算する。正面から到来する目
的音は、二つのマイクロホンに同時に到達するために抑圧
され、左右に存在する雑音が抽出される。次に、周波数領
域では、マイクロホン1の入力信号の振幅情報から、減算
器で抽出した雑音の振幅情報を減算するスペクトル減算
を行う。これにより、正面方向への鋭い指向性を得ること
ができ、目的音のみを抽出することができる2）。

特定方向を拾う従来の収音技術

図 1　在宅テレワークWeb 会議の課題

図 2　 案内端末ハンズフリーのニーズ

図 3　マイクの前の音だけを収音するエリア収音マイク

図4　2チャネルビームフォーミングのブロック図



59OKI テクニカルレビュー
2021 年 11月／第 238号 Vol.88 No.2

（3）ビームフォーミング技術の課題
　ビームフォーミングでは、目的音と同じ方向に存在する雑
音は、抑圧することができない。従って、図5のように、ある特
定のエリア内に存在する目的音だけを収音したい場合、目的
音だけでなく雑音まで強調してしまうという問題がある。

（1）エリア収音マイクとは
　エリア収音マイクは、二つのマイクアレイを目的エリアに
向けて設置し、特定のエリアの音だけを切り出すOKI独自
の技術である。周囲に多数の雑音源があっても、狙ったエ
リアの音だけを拾うことができる。

（2）エリア収音マイクの仕組み
　エリア収音マイクの仕組みを説明する。二つのマイクア
レイは、前章で紹介した2チャネルビームフォーミングによ
り、それぞれ正面方向に鋭い指向性を形成し、マイクアレ
イ1は目的音と雑音1を、マイクアレイ2は目的音と雑音2を
抽出する。この様子を、図6に示す。人間の音声は、基本周
波数成分と、その整数倍の周波数に存在する高調波成分
を中心に構成されるため、その他の周波数にはほとんど成
分が存在しない。そのため、複数人の音声が同時に存在し
ても、同じ周波数に成分が重なることはほとんどなく、図6
の棒グラフのように目的音と雑音の成分はそれぞれ異な
る周波数に点在するようになる。

　目的音が、二つのマイクアレイに、同時に、かつ、同じ大
きさで、抽出されることを利用して、目的音を抽出する。こ
の流れを図7に示す。まず、マイクアレイ1の振幅情報から
マイクアレイ2の振幅情報をスペクトル減算することで、目
的音の成分が抑圧され、雑音1の成分を抽出する。次に、
再びマイクアレイ1の振幅情報から、抽出した雑音1の振
幅情報をスペクトル減算すると、目的エリア音だけが残る。
このようにして、図6のように目的音が複数の雑音に囲ま
れていたとしても、エリア収音マイクを使用することで目的
音のみを切り出すことができる3）。

（3）エリア収音の特長
　エリア収音マイクの特長は、離れたエリアを収音できる
ことである。従来のマイクアレイ技術では目的音と同じ方
向にある雑音も拾ってしまうが、エリア収音マイクではその
ような雑音も除去でき、目的音を聞き取りやすくすること
ができる。また、エリア収音には、マイクを身につけなくても
話者の声だけを拾えるという特徴もある。

　在宅勤務テレワーク及びオフィス内のWeb会議向けマ
イクや、騒々しい環境に設置される案内端末のマイクとし
て利用でき、在宅勤務でのプライバシー保護や、オフィスで
の機密情報保護や、案内端末でのハンズフリー通話・非対
面の接客実現に寄与する（図8、図9）。

エリア収音マイク

利用シーン

図 5　ビームフォーミングの指向性

図 6　各マイクアレイのビームフォーミング出力の比較 図 8　テレワーク向けマイクとして使用

図 7　目的音抽出の過程
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　新型コロナウイルス感染症拡大により、端末画面の操作
や対面接客に不安を感じる利用者が増え、非接触・非対面
での接客に対するニーズの高まりや、少子高齢化による人
手不足、働き方改革の進展を背景に、遠隔からの案内サー
ビス実現への要望も高くなっている。「リモートコンシェル
ジュサービス」はこのような要望に応え、渋谷駅観光案内
所「WANDER COMPASS SHIBUYA」のオペレーターに
よる遠隔からの案内（日本語・英語）やAIチャットによる問
い合わせに対応する。しかし、混雑した駅の構内では周囲
の騒音により、オペレーターが利用者の音声を聞き取りに
くいという難点を考慮する必要があった。
　エリア収音マイクにより、駅などの騒音環境下でも、端
末利用者と遠隔地にいるオペレーターとのスムースな会
話が可能になる。さらに、音声認識も支障なく利用できる。
実証実験を通じて、実際に端末利用者がハンズフリーで、
オペレーターとのスムースな会話と音声認識を問題無く
実現できることを確認できた。

　実証実験で得られた検証結果をフィードバックし、2022年
度初旬リリースを目標に製品開発を進めている。その中で
音声品質改善にも取り組み、音途切れ防止、聞き取りやす
い音質への改善、音声認識率の向上に取り組んでいる。
　一般消費者向けに家電量販店やECサイトで販売する

商用化への取組み

　以前は、電話だけであったオフィス内の通話が、リモート
ワークが定着して回数も人数も圧倒的に増えた。それに伴
い、社内でもWeb会議中に周囲で話している機密情報や雑
談をマイクが拾ってしまうという問題が顕在化している。
 そこで、上記課題に対するエリア収音の効果を確認する
ため、オンライン会議ブースにエリア収音マイク一式を設
置し、試用を開始した（写真1）。今後、更に追加で設置して
いく予定である。

　東急株式会社がDXを推進する、東急電鉄株式会社の
東横線・田園都市線渋谷駅のリモートコンシェルジュサー
ビスに、エリア収音マイク及びエリア収音マイクを制御する
ミドルウェア「CounterSmart」を搭載したサイネージディ
スプレーを提供した（写真2）4）。

社内での実証実験

案内端末での実証実験

図 9　案内端末向けマイクとして利用

写真 1　オンライン会議ブースに設置したマイク

写真 2　渋谷駅案内端末での実証実験
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コンシューマ向け製品と、案内端末などシステム機器へ搭
載するシステム向け製品を展開する計画である。コンシュー
マ向け製品は、家電量販店やECサイトでの販売や製品開
発に長けているメーカーと共創し、使い勝手が良く、テレワー
クで利用しやすい製品形状を目指し検討を進めている。シ
ステム向けには、案内端末などへのシステムへの組込みや
保守運用の容易性を考慮した仕様とする。

　マイクの前の音だけを収音することにより、マイクが拾っ
て欲しくない音声まで収音してしまう課題を解決するエリ
ア収音マイクの概要と商用化への取組みを紹介した。
　エリア収音マイクは、ヘッドセットやネックバンド型などさ
まざまな適用形態が考えられ、Web会議や案内端末以外
の適用先も考えられるので、製品ラインアップ拡充及び適
用先拡大の提案活動も進めていく。　　　　　　　 ◆◆
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